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梵文 『中阿含』 の カ トマン ドゥ断簡

松 田 和 信

まえがき1922年 の ネパ ール旅行 から帰 っ た シルヴ ァソ ・レヴ ィ(Sylvain Levi)

は,そ の3年 後,カ トマソ ドゥの ドゥルバ ル ・ライブラ リー(Durbar Library)で

見 い出 した,後 期 グプタ文字 で書写 され た貝葉写本 の断簡1葉 を漢訳 『中阿含』

133経(ウ パーリ経,Upali-sutra)に 比 定 して出版 した が,そ の理 由は,同 じ年 に

出版 され た 『唯識二十論(Vimsatika)』 の 中に 『ウパVリ 経』 に基づ く記述が あ

り,そ れ に関連す る同経 の梵文断簡を紹介 するた め であった1)。 しか しそ の1葉

は,レ ヴ ィが初め て見い出 した ものではなか った。 レヴィ自身 は気づ いていない

が,実 はその1葉 は,そ れ よ り20年 ほ ど前,す で に セシル ・ベ ソ ドール(Cecil

Bendall)に よって調査 され た,い わ ゆる 「ベン ドール写本(BendallMss./Bendall's

Puka)」 に含 まれる断簡 だ ったのである2)。 ところで,ベ ソ ドールの調査 した写本

の中 に は,彼 の出版 した 『大乗集菩薩学 論(Siksasamuccaya)』 の 口絵写 真で も紹

介 されて いる,重 頌 を欠 く散文 ヴァージ ョソ 『十 地経 』の貝葉写 本49葉 ― 美 し

い グプタ文字 で書 か れ た,恐 らくはネパー ルに残 る最古 の ま と ま った仏 教写本

が含 まれて い る3)。 その後,同 ライブ ラ リーの写本 を引 き継いだ現在 の国立

公文書館(National Archives)で は,そ れ ら49葉 の うち,何 故 か12葉 が抜 き出 さ

れ て別な未比定 の貝葉 断簡11葉 と一緒に さ れ(計23葉),カ タ ログ未掲載 の ま ま

'Prakirna-patra'な る タイ トル(ベ ンドール写本であることを示す3-737と い う番号が

付けられている)で 保存 されている4)。 レヴィの出版 した 『ウパ ー リ経』の1葉 は,

この一緒 に され た未比定 の断簡11葉 の中 に含 まれ ている ことが判 明 した。 ところ

が,こ の 中 に は,『 ウパー リ経』 の断簡 と同じ書体 ・同サ イズの断簡が さらに1

葉 見 い出され る。 それ が 『中 阿含』 と見なされ る新 たな梵文断簡 である。

テキス トと和訳 この1葉 は片面 に6行 つつ書 かれ,裏1行 目のダソダを境 に,

経 典 の末尾部分 と,別 な経典 の冒頭部分が連写 され ている。筆者 の比定では,裏

1行 目で漢訳 『中阿含』 第135経(善 生経*Sikhdlaka-or*Sujataka-sutra)に 対 応す

る梵文経典 が 終 わ り5),引 き 続 い て 漢訳 『中阿含』141経(喩 経*Apyamada-or

*Upama-sutra)の 対 応経が始 まる6)。 これ に 小限 の校訂 を加 えつ つ ローマ字転
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写 して,そ の和訳を示ぜば以下の如 くである7)。

No. 135 (vi) (r1) (na) ya (m) ti nivesayamti pratisthapayamti/silasampadi 

samadapayamti vinayanti nivesayamti pratisthapayamti/srutasampadi 

samadapayamti vinayamti nivesayamti pratisthapayamti/tyagasampadi 

samadapayamti vinayamti nivesayanti pratisthapayanti(/) prajnasampadi 

(r2) (sa) madapayamti vinayanti nivesayanti pratisthapayanti/evam as-

yaisa grhapatiputrordhva dis ubhayato bhagapraticchanna bhavaty (/) 

urdhvaisa grhapatiputra dig arye dharmavinaye yad uta dayakasya 

danapateh sramanabrahmana (/) evam sramanabrahmanakalyanamanah 

pratyanukampitasya sraddhasya kulaputrasya vrddhir eva pratikamksita-

vya kusalanan dharma (r3) (nam na han) it (/) idam avocad bhagavan 

idam uktva sugato ' py athaparama' etad uvaca sasta•a 

matapita disa purva acaryo daksina disab) / 

pascima putradaram hi mitramatyam athottara•a1 •a 

dasakarmakara c) hestamd d) urdhvam sramanabrahmanah/ 

eta e) dis namasyeta aryo 'lam grham avasan*•a2•a 

eta diso namasyeha svargari gaccha [nt]i da [ya] (kah) / 

[da] nan ca priyavadi (r4) tvam arthacarya ca yd iha•a3•a 

samanarthata ca satvesu tatra tatra yatharhatah/ 

ete vai samgraha loke rathasyaniva gacchatah•a4•a 

ete vai f) samgraha na syuh na mata putrakaranat*/ 

labheta mananam pujam pita va putrakaranat*•a5•a 

yasmat to samgrahan etan anuvarttanti dharmikah/ 

tasman mahatmyatam prapya vyavalokya bhavanti te•a6•a 

ni [vata] vr [tta] (r5) (m a) stabdham svalapam akhilam rjum*g) / 

sraddham silena sampannam tadrsarn bhajate hi srih•a7•a 

utthata yo by analaso vadanyoh' vitamatsarah/ 

naro neta vineta ca tadrso(i...) (iabhate yasah) •a8•a 

++++++++ ++++++++/ 

++++ -vanata ca tadrso iabhate yasah•a9•a 

s(i)lpa(m) prathamatah sikset tato bhogan uparjayet*/ 

tato bho (ga)n uparjitya caturdha vibhajed dhanam•a10•a
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ekena j) bhogad bhu(m) jita dvabhyam karmani karayet*/ 

caturtham samnidhatavyam yad apatsu bhavisyati•a11•a 

krsir van(i)jya go-...i) raksyam caturtham pasuvardhanam* / 

avesanam (ca) pancamam sastham kuryan nivesanam*•a12•a 

sadangiko grhavasah suprayuktah sukhavahah/ 

evam sukrtakarmantah pandita ye 'rthacittakah•a13•a 

bho (ga)s [t]a......(r6) [ni] sravanty iva k) sagaram* / 

evam samharatam tesam bhramaranam yatha madhu 1)•a14•a 

valmika iva vardhamte bhoga ratrimdivam nrnam*/

na vrddhaya dhanam dadyan napi pratyantavasine •a15•a 

na raudrapapakarmabhyo na balibhyah kathancana/

krtyam eva sada kurya [d akrtya] m .. [vi] varjayet*•a16•a 

krtyakari [puru] sah sobhate ' g(n)ir i [va j] (vala-) + + + + + + + 

+ + / (v1) (m...mitrair amatyais ca tatha suhrdbhih salohitaih + + + + 

+++111711 

+ ...m) [jnata] madhya (ma) rsabhon' yath [ai] va datva ca bhuktva 

ca yatharham eva/prapto 'pi martyo vasam antakasya sthanan 

tato divyam upaiti nityam* •a18•a idam avocat* •ao•a 

No. 141 •˜0. evam maya srutam ekasmi[m] samaye bhagavam cchra-

vastyam vi [harati je] tavane ' nathapindadasyarame (/) tatra bhagava-

(m) bh (i) ksun a [mantra] (yati sma /) •˜1. (ye kecid ane) (v2) (ka) [vidh-

ah] kusala dharmah sambhavanti sarve to apramadamulaka apramada-

samudaya apramadajatiyah apramadaprabhavah (/) apramadamulaka hi 

ye kecid anekavidhah o) kusala dharmah sambhavanti/ tad yatha bhiksavo 

ye kecid audarika p) balakaraniyah karmantah kryamte sarvve to prthivim 

nisrtya prth [i] v [in] (pratisttheyuh /) •˜2. (e) (v3) vam eva ye kecid 

anekavidhah kusala dharmah sambhavanti sarve to apramadamulakah 

apramadasamudayah apramadajatiya apramadaprabhavah (/) apramada-

mulaka hi ye kecid anekavidhah kusalah dharmahq' sambhavanti/tad 

yatha ye kecid bijagramabhutagramausadhitrnavanaspatayo virudhim 

vrddhim vipulatam apadyamte sarvve to pr [thi] (v4) vi [n pra] tistheyu-

(h)/•˜3. evam eva ye kecid anekavidhah kusala dharmah sambhavanti
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sarve to apramadamulaka apramadasamudaya apramadajatiya apramada-

prabhavah (/) apramadamulaka hi ye kecid ane(ka)vidhah kusala dha-

rmah sambhavanti/ye kecid mulagamdhah kalanusarigandhasr' tesam 

agra akhyatah (/) •˜4. evam eva(v5) (ye) [ke]cid anekavidhah kusala 

dharmah sambhavanti sarvve to apramadamulaka apramadasamudaya 

apramadajatiya apramadaprabhava (/) apramadamulaka hi ye kecid 

anekavidhah kusala dharmah sambhavanti/ye kecit saragamdha lohitaca-

ndanas tesam agra akhyatah (/) •˜5. evam eva ye kecid anekavidhah 

kusala dharmah sambhavanti (v6) sarve to apramadamulakah apramada-

samudayah apramadajatiya apramadaprabhava (/) apramadamulaka hi 

ye kecid anekavidhah kusaka dharmah sambhavanti/yani kanicit sthala-

jani malyani varsika mallika tesam agrakhyata/ •˜6. evam eva ye kecid 

anekavidhah 

a) Ms. ' py athaparam. b) Ms. disah. c) Ms. -karmakara. d) Ms. hethad-. 'Tha' 

is written in the lower margin of the folio. e) Ms. etani. f) Ms. ve. g) Ms. akhilam 

nva jum*? Tentative reading. h) Ms. vadanyo. i) These lines are written in the 

upper margin of the folio. j) Ms. kena te. k) Ms. -sravantya iva. 1) Ms. madhuh. 

m) It seems that these lines are written in the upper margin of the folio, but 

are damaged. Italics parts are taken from Turf an Fragment Kat. -Nr. 412(30). n) 

Ms. madhyarasabho. Madhyama or rsabha means a scale in Indian music. o) Ms. 

ekaikavidhah. p) Ms. audarikaudaruka. q) `Dharmah' is written in the lower margin 

of the folio. r) Ms. kalanusarigandhas.

[135経]… 〔上 方 に 相 当 す る沙 門 ・婆 羅 門 は 五 つ の こ と が ら の中 に 家 長 の 子 を 導 き,案 内

し,入 らせ,止 ま らせ る 。 す な わ ち 〕(1)…(2)戒 円 満(sila-sampad)の 中 に 〔家 長 の 子 〕

を 導 き,案 内 し,入 らせ,止 まら せ る 。(3)聞 円 満(sruta-)の 中 に …(4)布 施 円満(tyaga-)

の 中 に …(5)慧 円満(prajna-)の 中 に … 。 家 長 の 子 よ,こ の よ うに して,こ の 上 方 は 双 方 か

ら 部 分 と して 守 られ ます 。 家 長 の 子 よ,聖 な る法 と律 と にお い て,布 施 者 ・施 主 に と って,

この上 方 は,す な わ ち 沙 門 ・婆 羅 門 な の です 。 この よ う に し て,沙 門 ・婆 羅 門 に 好 意 を 持

ち,哀 心 を 持 ち,信 仰 を 持 つ 良 家 の 子 に と っ て,繁 栄(vrddhi)は 約 束 され,善 法 が 消 失

す る こ とは あ りませ ん 。 この こ とを 世 尊 は 言 わ れ ま した 。 こ う言 わ れ て か ら,善 逝 に して

師 で あ る お方(sastr)は さ ら に 次 の よ うに 語 り ま した 。

[1]東 方 は 母 と父(mata-pltr)で あ り,南 方 は 師(acarya)で あ り,西 〔方 〕 は 子

と妻(putra-dara)で あ り,北 〔方 〕 は 友 人 と親 戚(mitra-amatya)で あ る。
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[2]下 方(hesta)は 下 僕 と雇 い 人(dasa-karmakara)で あ り,上 方 は 沙 門 と婆 羅 門

で あ る。 これ らの 方 角 を 在 家 の 聖 者(arya)は 礼 拝 す べ きで あ る。

[3]こ の 世 で これ らの 方 角 を 礼 拝 し 終 わ っ て,施 主(dayaka)は 天 界(svarga)に

赴 く。 この世 に お け る(布 施(dana),(b)愛 語(priya-vaditva),(利 益 行,

[4](d)そ れ ぞ れ の 衆 生 に 対 す る正 し く平 等 な利 益,あ た か も回転 す る車(ratha)の

くさ び(ani)の よ うに,こ れ らが 世 間 に お け る 〔四 〕 摂 〔事 〕 で あ る。

[5]こ れ ら の摂 〔事 〕 が な い な らば,母 は子 の 因 に な ら な い だ ろ う。 あ る い は 〔これ

らが あ って 〕 尊 敬 と供 養 を獲 得 す る な ら ば,父 は 子 の因 と な る であ ろ う。

[6]徳 あ る人 々(dharmikah)は これ らの 摂 〔事 〕に従 うか ら,そ れ 故 に偉 大 さ(ma-

ha ,tmya)を 得 て 〔世 間 の 人 々か ら〕見 られ るべ き人(vyavalokya)と な る の であ る。

[7]行 い を慎 み(nivata-vrtta),謙 遜 し(astabdha),良 い 言 葉 を 持 ち(svalapa),

欠 陥 が な く(akhila),正 直 で(rju),信 仰 を 持 ち(sraddha),戒(sila)を 備 え た,

こ の よ うな人 を幸 福(sri)は 選 択 す る。

[8]決 意 す る 人(utthatr)で あ り,怠 惰 でな く(analasa),寛 大 で(vadanya),嫉

妬 せ ず,指 導 者 に して教 師 で あ る 人(vinetr),そ の よ うな 人 は 名声 を 得 る 。

[9][欠 落]そ の よ うな 人 は 名 声(yasas)を 得 る 。

[10]最 初 に技 術(silpa)を 学 ぶ べ きで あ る。 次 に 収 益(bhoga)を 得 るべ き であ る 。

収 益 を 得 てか ら 次 に,財 産(dhana)を 四 分 す べ き であ る。

[11]収 益 の 四 分 の一 は 消 費 す べ き であ る。 四 分 の二 で仕 事 を す べ き であ る。 四分 の

一 は 蓄 え るべ き で あ る。 逆 境(apad)の 時 に 必 要 だか ら。

[12]耕 作(krsi),商 売(vanijya),牛 の 放 牧(goraksya),第 四 に 家 畜 の 飼 育(pasu-

vardhana),第 五 に接 待 業(avesana),第 六 に 建 築 業(nivesana)を 行 うべ き であ る 。

[13]六 支 よ りな る在 家 生 活 は,よ く計 画 され,喜 び を もた らす 。 こ の よ うに,賢 者

(pandita)た ち は良 くな さ れ た仕 事 を持 ち,利 益 心 を 持 つ の で あ る。

[14]収 益 …[欠 落]… 〔水 が 〕海 に流 入 す る よ う に,ま た 蜜 蜂(bhramara)た ち が 蜜

(madhu)を 集 め る よ うに 。

[15]蟻 塚(valmika)の よ う に,昼 夜 にわ た っ て(ratrim-divam)人 々の 収 益 は 増

加す る 。年 長 者(vrddha)に は 財産 を 与 え るべ き で は な い 。辺 境 に 住 む 人 に も。

[16]ま た決 して,凶 悪 な 行 為 を す る人 々(raudra-papa-karman)に も,力 の あ る 人

々(balin)に も 〔与 え るべ き で は な い 。〕 なす べ き こ とを 常になす べ き で あ る 。 なす べ

き で な い こ とは避 け るべ きで あ る 。

[17]な すべ き こ とを な す 人 は 浄 らか とな る。 あ た か も 火 が 火焔 を …[欠 落]… 。 友 人

(mitra),親 戚(amatya),親 友(suhrd),親 族(salohita)た ち に よっ て …[欠 落]… 。

[18]ド(madhyama)や レ(rsabha)の 〔音 階 を 正 し く〕 知 る者 の よ う に,正 し く
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〔財産を〕与え,消 費すれば,た とえ死の支配下常に達して死すべきとも,そ こから常 に

天界(divya)へ 赴 く。

以上のよう常に〔世尊は〕語 りました。

[141経]§0こ のよう常に私は聞きました。…そこで世尊は比丘たち常に語 りかけ ました。

§1多 くの善法が生 じても,そ れらはすべて不放逸(apramada)を 根本(-mula)と し,

不放逸をを原因(-samudaya)と し,不 放逸を種(ｰjatiya)と し,不 放逸を根源(-prabhava)

とす るのです。実常に,多 くの善法が生じても不放逸を根本としているのです。例えば比丘た

ちよ,広 範囲の力がいる畑仕事(balakaraniyah karmantah)が 行われても,そ れらはすべ

て大地(prthivi)常 に基づき,大 地常に寄 りかかっているよう常に。 §2同 様常に,多 くの善法が

生じても,そ れらはすべて…。例えば,種 子の集まり(bija-grama)・ 植物の集まり(bhuta-

grama)・ 薬草(osadhi)・ 草(trna)・ 木 々(vanaspati)が 育 ち,成 長 し,大 きくなるが,

それらはすべて大地常に基づき,大 地常に寄 りかかっているよう常に。 §3同 様常に,多 くの善法

が生じても,そ れ らはすべ て…。例えば,根 〔を用いる〕香木(mula-gandha)の 中で,

黒栴檀香(kalanusari-gandha)が 最 高であると言われるよ う常に。 §4同 様常に,多 くの善

法が生じても,そ れらはすべて…。例えば,木 質 〔を用いる〕香木(Sara-gandha)の 中で

赤栴檀香(lohita-candana)が 最高であると言われるよう常に。 §5同 様常に,多 くの善法が

生 じても,そ れらはすべ て不放逸を根本とし…。例えば,陸 地の花々の中で,雨 期常に咲く

ジャスミン(mallika)が 最高であると言われるよう常に。 §6同 様常に…

問題点 紙幅 の都合 で細 かい解説 は割愛 せざ るを得ないが,こ の断簡 が レヴ ィの

出版 した 『ウパー リ経』断簡 と如何 なる関係常にあるかが問題 である。断 簡の正確

なサ イズは不 明であるが,外 観 か らすれ ば,こ れは相当大部 な写 本の一部 であ る

と考 え られ る｡無 論,こ れ常には二つ の経典 が連写 されているので,単 独経典 の写

本 ではない。 また 『ウパー リ経』 と同 じ写本 セ ヅ トの中に保存 されてい る。 さ ら

常に,『 ウパ ー リ経』 断簡 の表面 の左欄 外常には'ma'の 文 字が書かれ て いて,こ れ

はMadhyama-agamaの 略 号 の よう常に見える。またつけ加 えれば,二 つの断簡 はサ

イズ と書体 が同一 で,糸 穴 の位置 も同 じであ る。『ウパー リ経』は漢 訳 『中阿含』

の第133経,こ の断簡 の二経 は135・141経 と,中 抜 けはあ る もの の近 い場所で続

いてい る(残 念ながら葉番号は破損のため読めない)。 これ ら の点 か ら,二 つの断簡

は,ひ とつ の梵文 『中阿含』 の巨大な写本 か ら奇跡 的常にほぼ完全 な形 で現存す る

二葉 であ ると見な して よいであろ う。 では,本 断簡 常に現れ る二つ の経典が,漢 訳

『中阿含』 の135・141経 と,連 続 しないで中抜 け してい るのは何故 であ ろ うか。

この問題 常につ い て は,ド イツ探検 隊 の トゥルフ ァソ写本 の412番 が 参考 常になる。

それは西域 ・天山南路 のシ ョルチ ュ クで発見 された 『中阿含』 の梵文断簡で,そ
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(119)梵文 『中阿含』のカ トマンドゥ断簡(松 田)

の中の30番 とい う 『中阿含』135経 の末尾常に対応する断簡では,裏4行 目で135経

が終わった後,次 の5-6行 目常に散見される文章は,破 損が激:しいが,カ トマソ ドゥ

断簡の裏1行 目から始まる 『中阿含』141経 の文章常に他ならない8)。中央アジアで

発見された梵文 『中阿含』 も,135経 から141経常に直接続いていたのである。時代

も場所も遠 く離れた二つの梵文r中 阿含』の構成が一致 し,説 一切有部系 とされ

る漢訳 『中阿含』の構成がそれ と異なるとい うのは不思議である。カ トマソドゥ

と中央アジアの 『中阿含』 も説一切有部系 と考えるのが無難なところであろう。

すると,同 じ有部系 といっても,構 成の異なる複数のヴァージ ョソが流布 してい

たことになるのであろうか。それ とも梵文断簡の属する 『中阿含』は,完 全版か

ら抜き出された簡略版 とでもいうべきものなのであろ うか。

1)S.Levi,"NotesIndiennes",JournalAsiatique(=JA),1925-1,pp.17-69

(Upalisutra,pp.26-35).1922年 の 旅 行 常につ い て はJA,1923-Ⅱ,p.359,『 二 十 論 』

常につ い て はLevi,Vijnaptimdtyatdsiddhi,(Paris,1925)p.10(第20偈)参 照 。

2)ベ ン ドール 写 本 常につ い て は 拙 稿｢『 解 深 密 経 』 常におけ る菩 薩 十 地 の梵 文 資 料:『 瑜 伽

論 』 摂 決 択 分 の カ トマ ン ド ゥ断 片 よ り」 『佛 教 大 学総 合 研 究 所 研 究 紀 要 』 第2号,pp.

59-77の 「まえ が き」 を 参 照 。 また 本 稿 で取 り上 げ る断 簡 常につ い て は,拙 稿 「ネ パ ー

ル 系 古 層 写 本 の新 比 定 」 本誌39巻1号(1990)pp.(116)-(120)で 一 言 触 れ た。

3)Bendall,Siksasamuccaya(Bibliotheca Buddhica,Ｉ),p.xxvii,p.291,n.7参

照 。 この 写 本 常につ い て は,ネ パ ール 文 字 常によ る別 写 本(同 様 の散 文 ヴ ァー ジ ョソ)と

併 せ て,ユ ネ ス コ東 アジ ァ文 化 研 究 セ ソ タ ー の.Bibliotheca Codicum Asiaticorumの

1冊 と して,1996年3月 常に影 印 版 で出 版 され る予 定 で あ る 。

4)筆 者 はNepal/German Manuscript Preservation Projectの 撮 影 した マ イ ク ロフ

イ ル ムを 使 用 して い る(Reel No.A934/20)。

5)対 応 資 料:(1)『 中 阿 含 』(No.135善 生 経)T.1,638c-642a,(2)『 長 阿 含 』(No.

16善 生 経)T.1,70a-72c,(3)『 仏 説 尸 迦 羅 越 六 方礼 経 』T.1,250c-252a,(4)『 仏

説 善 生 子 経 』T.1,252c-255a,(5)Pall,Singdlovdda-suttanta(DN,Ⅲ,PP.180-

193).な お,本 経 の 経 名 を め ぐ る問 題 常につ い て は,並 川 孝 儀｢Mahakarmavibhahga

所 引 の 経 ・律 常につ い て 」 『佛 教 大 学 研 究 紀 要 』68号(1984)pp。62-66参 照 。

6)対 応 資 料:(1)『 中 阿 含 』(No.141喩 経)T.1,647b-648a,(2)Pali,Sarnyutta-

Nikdya,45(140)-45(148),SN.,V,PP.43-45.cf.『 雑 阿 含 』(No.1239)T・2,

339b-c,『 別 訳 雑 阿含 』(No.66)T.2,396b-397a,SN.,1,PP.86-87(3.2.7).

7)偈 頌 番 号,偈 頌 部 分 の ダ ン ダ,お よび 段 落 番 号 は 便 宜 的 常に示 した もの で,写 本 上 の

根 拠 は な い 。 和 訳 常にお い て は,経 典 冒頭 の慣 用 句,繰 り返 さ れ る 同 文 を 省 略 した 。

8)Sanskrithandschriften aus den Turfanfunden,Teil Ⅳ(Wiesbaden,1980),pp.

20-73,30番 断 片 常につ い て は,pp,61-63参 照 。

〈キ ー ワー ド〉 中 阿 含,梵 文 写 本,ベ ソ ドー ル(佛 教 大 学 助 教 授)
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